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(57)【要約】
【課題】　簡単かつコンパクトな構成により、警告光を
ロスなく広範囲に拡散させ、外部からの視認性を高める
。
【解決手段】　この警光灯１は、灯具ボディ３の内側に
第１レンズ４を備え、第１レンズ４よりも前方に第２レ
ンズ５を装備する。第１レンズ４背後の光源基板７上に
ＬＥＤ光源８を設ける。第１レンズ４は光源８からの光
を集めるカップ型の集光レンズ９を備え、全反射面１１
から灯具前方に平行光ＰＬを出射する。第２レンズ５は
レンズフレーム１４の内側に複数本のプリズムレンズ１
５をすだれ状に備える。プリズムレンズ１５は、集光レ
ンズ９からの光の一部を全反射面１８によって偏向し、
平行光ＰＬの出射範囲よりも外側に拡散光ＤＬを形成す
る。
【選択図】　　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、光源の前方に配置された第１レンズと、第１レンズの前方に配置された第２レ
ンズとを備え、第１レンズが光源からの光を集めて平行光を出射し、第２レンズが第１レ
ンズからの光の一部を偏向して、前記平行光の出射範囲より外側に拡散光を形成すること
を特徴とする警光灯。
【請求項２】
　前記第２レンズが、入射面と全反射面と出射面とを備えたプリズムレンズを含む請求項
１に記載の警光灯。
【請求項３】
　前記プリズムレンズが、断面二等辺三角形の棒状に形成され、入射面と全反射面とのな
す角度が全反射面と出射面とのなす角度と同等である請求項２に記載の警光灯。
【請求項４】
　前記第２レンズが、第１レンズからの光の一部を平行光のまま出射する素通し部と、第
１レンズからの光の別の部分を前記拡散光として出射する拡散部とを備えた請求項１に記
載の警光灯。
【請求項５】
　車体に取り付けられるハウジングの長手方向中央部にスピーカを設置し、スピーカの左
右両側に点滅ユニットを配置し、点滅ユニットに請求項１～４の何れか一項に記載の警光
灯を使用したことを特徴とする散光式警光灯。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、警告灯を広範囲に照射可能な警光灯に関し、特に、緊急車両等に装備される
警光灯に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、警告光の遠方視認性を高めるために、光源にＬＥＤを使用し、ＬＥＤからの光を
集光レンズで集めて灯具前方へ配光する警光灯が知られている。しかし、集光レンズの配
光は左右方向の照射範囲が狭いため、緊急車両に装備される散光式警光灯の固定照明ユニ
ットに使用した場合、複数ユニットの出射光が完全に重なり合わず、車両周辺の一部に警
告光の届かない領域が発生するという問題があった。
【０００３】
　この問題を解決するために、従来、反射鏡を用いて警告光を配光する警光灯が提案され
ている。例えば、特許文献１には、散光式警光灯の回転照明ユニットからの警告光を第１
反射鏡のスリットに透過させた後に、第２反射鏡により所要の方向へ配光する技術が提案
されている。特許文献２には、固定照明ユニットからの警告光をスリット付き反射鏡によ
って配光する警光灯が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開昭６３－６３９０３号公報
【特許文献２】特開２０１１－１４６３０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、従来の警光灯によると、スリットを透過しない光は反射鏡で遮られるため、
警告光の一部をロスし、主光軸方向の光量が低下するという問題点があった。また、灯室
内に複数の反射鏡を設置する必要があり、特に、固定照明ユニットと回転照明ユニットを
並設した散光式警光灯の場合、部品点数が増え、灯室内が煩雑になり、固定照明ユニット
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大きな設置スペースを占有するという問題点もあった。
【０００６】
　そこで、本発明の目的は、簡単かつコンパクトな構成により、警告光をロスなく広範囲
に拡散させることができる警光灯を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は、次のような警光灯を提供する。
（１）光源と、光源の前方に配置された第１レンズと、第１レンズの前方に配置された第
２レンズとを備え、第１レンズが光源からの光を集めて平行光を出射し、第２レンズが第
１レンズからの光の一部を偏向させ、平行光の出射範囲より外側に拡散光を形成すること
を特徴とする警光灯。
【０００８】
（２）第２レンズが、入射面と全反射面と出射面とを備えたプリズムレンズを含むことを
特徴とする警光灯。
【０００９】
（３）プリズムレンズが、断面二等辺三角形の棒状に形成され、入射面と全反射面とのな
す角度が全反射面と出射面とのなす角度と同等であることを特徴とする警光灯。
【００１０】
（４）第２レンズが、第１レンズからの光の一部を平行光のまま出射する素通し部と、第
１レンズからの光の別の部分を拡散光として出射する拡散部とを備えたことを特徴とする
警光灯。
【００１１】
（５）車体に取り付けられるハウジングの長手方向中央部にスピーカを設置し、スピーカ
の左右両側に点滅ユニットを配置し、点滅ユニットに上記（１）～（４）の何れか一つに
記載の警光灯を使用したことを特徴とする散光式警光灯。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の警光灯によれば、第２レンズが第１レンズからの光の一部を偏向し、平行光の
外側に拡散光を形成するので、２つのレンズを組み合わせた簡単かつコンパクトな構成に
より、警告光をロスなく広範囲に拡散し、外部からの視認性を高めることができるという
効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態を示す警光灯の正面図である。
【図２】図１の警光灯の分解斜視図である。
【図３】第１および第２レンズの配光作用を示す図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図４】第２レンズの変更例を示す水平断面図である。
【図５】図１の警光灯を固定照明ユニットに用いた散光式警光灯の斜視図である。
【図６】散光式警光灯における警光灯の取付構造を例示する立面図である。
【図７】図６の警光灯の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。図１、図２に示すように、この実
施形態の警光灯１は、ブラケット２の前面側に灯具ボディ３を備えている。灯具ボディ３
の内側には第１レンズ４が設けられ、第１レンズ４よりも前方に第２レンズ５が配置され
ている。そして、灯具ボディ３、第１レンズ４、第２レンズ５が複数のネジ６でブラケッ
ト２に組み付けられている。
【００１５】
　図２、図３に示すように、第１レンズ４の背後（ブラケット２側）には光源基板７が設
置され、この基板７上に２つのＬＥＤ光源８が保持されている。第１レンズ４は、ＬＥＤ
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光源８からの光を集める２つのカップ型の集光レンズ９を備えている。集光レンズ９の背
面には受光部１０と全反射面１１が形成され、集光レンズ９の前面に段付き出射面１２が
設けられている。そして、ＬＥＤ光源８からの光が受光部１０から集光レンズ９に入射し
、全反射面１１によって灯具前方に反射され、段付き出射面１２から平行光ＰＬとして第
２レンズ５に向けて出射される。
【００１６】
　第２レンズ５は環状のレンズフレーム１４を備え、レンズフレーム１４の内側に複数本
のプリズムレンズ１５が等間隔をあけて垂直方向へ平行に延びるように配列されている。
レンズフレーム１４は、灯具ボディ３の前面に形成された凹溝１６に位置決めされている
。プリズムレンズ１５は、断面二等辺三角形の棒状に形成され、第１レンズ４からの光を
入射する入射面１７と、入射光を全反射する全反射面１８と、反射光を出射する出射面１
９とを備えている。
【００１７】
　図３に一部を拡大して示すように、入射面１７と全反射面１８とのなす角度（θin）は
全反射面１８と出射面１９とのなす角度（θout）と等しく設定されている。プリズムレ
ンズ１５は、全反射面１８が臨界角を超える所定の角度で集光レンズ９の光軸と斜交する
ように保持されている。そして、集光レンズ９からの平行光ＰＬのうち、プリズムレンズ
１５に入射した光が全反射面１８によって偏向され、平行光ＰＬの出射範囲よりも外側に
拡散光ＤＬを形成するようになっている。
【００１８】
　従って、この実施形態の警光灯１によれば、第１および第２レンズ４，５を前後に組み
合わせ、灯具全体を小型に構成し、平行光ＰＬの外側に拡散光ＤＬを形成し、警告光を広
範囲に照射して、外部からの視認性を高めることができる。特に、第２レンズ５を複数本
のプリズムレンズ１５ですだれ状に構成したので、従来の反射鏡とは異なり、第１レンズ
４が出射した光の一部を平行光ＰＬのまま透過させ、残りを拡散光ＤＬとして偏向させ、
全光量をロスなく照射して、広範囲を明るく照明できるという利点がある。
【００１９】
　図４は、第２レンズの変更例を示す。この第２レンズ２１は、第１レンズ４からの光の
一部を平行光ＰＬのまま出射する素通し部２２と、第１レンズ４からの光の別の部分を拡
散光ＤＬとして出射する拡散部２３とを備えている。素通し部２２と拡散部２３の面積比
は、図示例に限定されず、平行光ＰＬおよび拡散光ＤＬの配分に応じて適宜に設定できる
。また、拡散部２３の断面形状は、図示例の三角形に限定されず、半円形、長円形、四角
形、多角形など任意に変更可能である。
【００２０】
　図５に示す散光式警光灯３１は、緊急車両の車体に取り付けられるハウジング３２を備
え、ハウジング３２の長手方向中央部にスピーカ（図示略）を収納するスピーカ室３３が
設けられ、スピーカ室３３の左右両側に灯室３４が形成されている。灯室３４には、スピ
ーカ室３３側に点滅光を照射する固定照明ユニット３５が配置され、それよりも外側に回
転光を照射する回転照明ユニット３６が設置されている。そして、固定照明ユニット３５
に図１～図３の警光灯１が使用され、２台の警光灯１がそれぞれ異なる向きで設置されて
いる。
【００２１】
　したがって、この散光式警光灯３１によれば、特に、小型の警光灯１を用いて固定照明
ユニット３５をコンパクトに構成し、限られたスペースの灯室３４内に固定照明ユニット
３５と回転照明ユニット３６を整然と設置することができる。また、警光灯１が発生した
点滅光を固定照明ユニット３５から車両周辺の広範囲に切れ目なく照射し、例えば、市街
地の交差点において、横方向からの視認性を大幅に改善することができる。
【００２２】
　図６、図７は、散光式警光灯３１における警光灯１の取付構造を示す。ここでは、緊急
車両の走行時の振動を考慮し、警光灯１の第２レンズ３９が散光式警光灯３１の設置ベー
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４０はアルミ等の金属板で形成されている。レンズフレーム４０の上側部分はネジ４１で
ブラケット２の上端折曲部４２に結合され、レンズフレーム４０の下側部分に突設したピ
ン４３が設置ベース３７の穴４４に掛止されている。この取付構造によれば、第２レンズ
３９の取付強度を向上できるほか、ネジ４１を上方から回して警光灯１を容易に交換でき
る利点がある。
【００２３】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、例えば、図１に示す警光灯１
において集光レンズ９の個数や形状を変更したり、本発明の警光灯を作業用車両や工場生
産ラインに装備したりするなど、発明の趣旨を逸脱しない範囲で、各部の構成を適宜に変
更して実施することも可能である。
【符号の説明】
【００２４】
　　１　　警光灯
　　４　　第１レンズ
　　５　　第２レンズ
　　８　　ＬＥＤ光源
　　９　　集光レンズ
　１５　　プリズムレンズ
　１７　　入射面
　１８　　全反射面
　１９　　出射面
　２１　　第２レンズ
　２２　　素通し部２２
　２３　　拡散部
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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